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１８０７（文化４）年の江戸幕府の西蝦

夷地直轄支配の前年、幕府目付遠山金四

郎景晋、勘定吟味役村垣左太夫定行ら一

行が、蝦夷地の調査を行った記録が残っ

ています。この調査は蝦夷地の西海岸を

ソウヤまで行き、その帰途イシカリから

ユウフツへ抜ける途中、ツイシカリに一

泊したと記されています。 

その旅行記は、「遠山・村垣西蝦夷地日

記」と言い、その日記の中にサッポロ川

（豊平川）の流路が大きく変わったとい

う記述があります。それは、「１９世紀初

め頃からの大洪水で、サッポロ川上流の

流れが変わり、それまで小川であった津

石狩川がサッポロ川の本流となり、ツイ

シカリで石狩川と結ぶ船路となった」、

「これが、のち豊平川（現・世田豊平川）

と呼ばれ、旧サッポロ川はフシコサッポ

ロ川と呼ばれるようになった」というも

のです。 

また、当時のツイシカリには、アイヌの

家が３軒で、今回の巡見のために建てら

れた仮小屋があったと記されています。 

１９４１（昭和１６）年に新たな河道が

開削され、豊平川の流路は現在のように

途中で北に転じるようになりました。寛

政年間から１９４１（昭和１６）年までの

河道は、旧豊平川、世田豊平川という名で

残っています。 

 ところで、ここに出てくる遠山金四郎

景晋は、江戸時代後期の江戸幕府の幕臣

であり、１８０４年のロシア船来航時に

は幕府を代表してニコライ・レザノフと

会談するなど、江戸幕府の対外政策の第

一戦を担っていました。その後長崎奉行、

勘定奉行などを歴任し、能吏として知ら

れていたようです。 

遠山金四郎というと、みなさん時代劇

でご存知ですね。入れ墨判官遠山の金さ

んを思い出すでしょう。遠山金四郎景晋

は、あの有名な遠山左衛門尉景元の父親

と言ったほうがわかりやすいでしょう。 

 ところで、もう一方の勘定吟味役村垣

左太夫定行は淡路守で、更に御庭番家筋

の村垣本家４代目ということがわかりま

した。 

では、御庭番とは何なのでしょうか。そ

れは、１７４６（享保元)年徳川吉宗の８

代将軍就任のときに、紀州家から薬込役

１６人と馬口之者１人をともなって、江

戸城に入りました。その時連れて来た彼

らを〈御庭番家筋〉と定めて、隠密御用に

用いたのがはじまりでした。のち、分家が

生じて２６家となり，その後２２家とな

って幕末にいたったとのことです。将軍

から直接の命令を受けて秘密裡に諜報活

動を行った隠密をさしています。ただ、諜

報活動といっても、実際には時々命令を

受け、江戸市中の情報を将軍に報告した

り、身分を隠して地方に赴き情勢を視察

したりしていた程度だといわれています。

その実態としては、大目付や目付を補う

将軍直属の監察官に相当する職種だった

と考えられています。 

しかし、一般にはいわゆる間者や忍者

の類だったとする御庭番像が広まってお

り、時代劇や時代小説等でそのような描

写が数多くなされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

 

私が見晴台に宅地と建物を購入したの

は、今から 34 年前でこの話を聞いた母方

の祖父は「あそこは戦争中飛行場があっ

た地盤の良い所だ」と母に話したようだ。 

北海道の飛行場と言えば千歳や丘珠く

らいしか思い浮かばなかった私は、見晴

台に飛行場があったとは信じられなかっ

たが、ある日ウォーキングをしていた時、

標柱に行き当たった。 

標柱には、「史跡 旧飛行場跡 木製戦

闘機と戦争」と記されていた。ああ、これ

が祖父の言っていた飛行場の跡かと、記

憶を思い起こした。 

 

私は情報図書館に行き「木製戦闘機キ

106」という本を借りた。以下は、本の内

容を簡単にまとめたものである。 

昭和 18 年王子製紙江別工場は閉鎖さ

れ、王子航空機江別製作所となり、木製戦

闘機の制作が始まった。当時アルミ不足

が深刻となり木製戦闘機を造らざるを得

なかった。単板を組み、ガゼインという接

着剤で合板を作成した。ガゼインとは牛

乳に含まれるタンパク質で、これにアル

カリや石灰を混ぜると強力な接着剤にな

った。 

 

昭和 20 年 6 月 11 日午前 11 時北海道産

第 1 号キ 106 戦闘機が離陸に成功し丘珠

飛行場に向かった。 

ただ、江別で制作したのは翼と胴体の

みで、金属部分は群馬県太田市の中島飛

行機（現スバル自動車）から貨車輸送で取

り寄せた。 

 

離陸を見届けた幼年工や女子挺身隊、

動員学生、軍関係者など約 2,000 名から

喜びの声が上がった。 

滑走路は幅 50ｍ、長さ 2,000ｍで砂利

を敷き詰めローラーで転圧し固めた。 

機体は木製のため金属機より約 1 トン

近く重く、時速は 614 ㎞だった。王子製

作所から飛行場までの誘導路が現在も残

っている。（図参照） 

続いて、2 号機・3 号機も完成し飛行場

から飛び立った。 

終戦直後、江別製作所には約 90 機以上

の木製戦闘機が残っていたが、アメリカ

軍に見つかるのを恐れて強制的に破壊処

分された。 

 

見晴台という身近な場所に、木製戦闘

機の飛行場があったことを知り、今の平

和な日本がこれからも長く続くことを願

っている。 

また、パレスチナガザ地区やウクライ

ナに 1 日も早く平和な日常が訪れること

を強く願う。 



 

厳冬の白い雪と赤い実のコントラスト

が目立つナナカマドは、1971 年（昭和 46

年）11 月に江別市の木に制定されました。 

街路樹や公園樹、個人の庭先にも植え

られているので、私たちにとっては身近

な木です。（因みに、市の花は菊）散歩中

によく目にしているので、ナナカマドに

ついて改めて調べてみました。 

 

樹木図鑑から抜粋すると、バラ科ナナ

カマド属の落葉広葉樹で山地に自生する。

高さ 10～15ｍで太さ 30～40 ㎝、街路や

公園にも植えられている。葉は奇数羽状

複葉で互生。白色の花弁５枚の花を多数

つけ６月開花。果実は直径 5～6 ㎜の球形、

9～10 月に赤熟する。北海道・本州・四国・

九州・南千島に分布するとあります。 

主に北海道や東北地方に自生し、本州

以南では平地ではなく山地に生える涼し

い気候を好む木です。確かに、東京都や京

都市では街路樹として見たことはありま

せん。 

名前の由来は、材は燃えにくく７回か

まどに入れても火がつきにくいというこ

とによります。花言葉の「慎重」も、木が

燃えにくい性質からきています。漢字名

は「七竈」。 

 

道内の市町村で、街の木と制定してい

るのは、士別市・旭川市・江別市・室蘭市・

奈井江町など多くの市町村があります。 

また、街路樹としても各地に植栽され

ています。街の木や街路樹として選ばれ

る理由は２点あります。 

その一は、春の白花は小さいが沢山穂

先となって咲き美しいこと、春夏の若葉

や緑葉と秋の紅葉がはっきりしているこ

と、落葉後の冬には珊瑚珠のような赤い

丸実が長く残り、一年を通して花や葉と

実を愛でることができることです。 

 

 

 

 

 

 

 

その二は、木としてはコンパクトで大

木とならないので管理がしやすいことで

す。確かに、大木のイチョウの街路樹と比

較すると理由が納得できます。 

 

 実には、保存料と微量な毒成分が含ま

れているため冬の間も腐らないで枝に残

ります。この毒は、冬の寒さで凍結と解凍

を繰り返すことにより抜け、野鳥たちが

食べられるようになります。 

実際、四番通り等のナナカマドは、一月

下旬になってからツグミやヒヨドリが群

れで食べ、カラスやスズメも食べます。年

によっては、キレンジャクの仲間が大群

で実に群がり圧巻です。 

以前、冬には甘い実になっているのだ

ろうと思い、同時に西洋ではナナカマド

の実はジャムにして食べると聞いたので、

何本か木の実を食べたことがあります。

結果は、どの木の実も苦くて食べられた

ものではありませんでした。毒は抜けて

も苦みは残るようです。後から鳥は食べ

物を丸飲みするので苦さを感じないこと

と、西洋のものはセイヨウナナカマドと

言って木の種類が違うことがわかりまし

た。実は苦かったけど楽しい思い出とな

りました。 

             

健康の為の散歩中に、木の 

花を愛でる楽しさを知りま

した。江別市の木・ナナカマ

ドは、花も紅葉も赤い実も素

敵な自慢の木だと思

います。 

江別市の木・ナナカマド

「実を食べるツグミ」  

「赤い丸実と緑色の奇数羽状複葉」  



 

 

前回執筆した遠山景晋・村垣の蝦夷地

探検調査の後、蝦夷地へ探検調査に入っ

たのは皆さんご存知の松浦武四郎です。

松浦武四郎は伊勢国須川村（現在の三重

県松阪市）の下級武士の家に生まれ、１３

歳から３年間、平松楽斎に付いて儒学を

学びました。１６歳の時から全国各地を

旅するようになり、１７歳から９年間は

一度も故郷に帰ることなく各地の名所や

旧跡を訪ね歩いたようです。そして、長崎

滞在中に「蝦夷地はロシアをはじめ、諸外

国による侵略的危機にさらされている」

との話を聞き、１８４５（弘化２）年２８

歳になった武四郎は、蝦夷地へ第１回目

の探検に赴くことになります。以降４１

歳までの間に計６回の調査・探検を行っ

ています。 

その６回のうち４回もツイシカリ（対

雁）に立ち寄っています。武四郎は立ち寄

った土地の様子を日記に書き留めている

ことから、当時のツイシカリの様子を知

ることができます。 

１８４６（弘化３）年に松浦武四郎が北

見・知床巡視の帰途に立ち寄った際の『再

航蝦夷日誌』に、ツイシカリについて書か

れています。ツイシカリは石狩川筋の中

では魚が多い場所で、この石狩川に合流

するツイシカリ川（豊平川）で千石もの量

となる鮭が上ることをアイヌの人たちか

ら聞いているのです。 

当時のツイシカリにあった建物は、茅

葺屋根の大きな旅宿所を兼ねた番屋やい

くつかの蔵、その傍にある弁天社、そして

番屋の後ろにアイヌの小屋が５・６軒あ

ると書かれています。また、アイヌ三役の

家として、「酋長壱軒、小使壱軒、土産取

壱軒」と書かれている。 

また、アイヌの家では、家ごとに羆・鷲

を養い、梟も飼っているとして、特に「神

の鳥」である梟を養うことによって痘瘡

（天然痘）の神はやって来ないと信じて

いたということです。

 天然痘は元々和人の進出によってアイ

ヌ社会にも伝染した伝染病で、１８１７

（文化１４）年に石狩地域で大流行し、ア

イヌの人たちが多数死亡したとの記録が

残っています。 

また、この土地は肥沃で石が混じって

いない黒土なので、大豆・隠元豆・南瓜・

茄子・大根・稗・馬鈴薯が良く出来たとし

た後に、「然れども、ここは少しばかり夷

人小屋より奥の山に開きて、通行の人数

（役人）見する事を甚だ忌めり、是松前家

から堅く耕作を制するが故也。」と書かれ

ています。この記述から、アイヌの人たち

が松前藩の農耕禁止に気兼ねしながら、

密かに役人や番人などに見えないような

山の奥で畑作を行っていたことがうかが

い知れます。更に、産物となる鮭以外に、

大正時代まで遡上していたと言われる大

きなチョウザメ、それにチカ、更に武四郎

が川底に塩気があるからであろうとした

ヒラメやソイまで獲れていたと記述され

ています。 

この旅は、この後エベツブトよりエベ

ツ川（現、千歳川）に入り、島松を通り、

勇払へと抜け、江差に戻っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後、武四郎は１８６９（明治２）年

６月に「蝦夷開拓御用掛」となり、蝦夷地

を「北海道」（当初は「北加伊道」）と命名

しました。 更にアイヌ語の地名を参考に

して北海道各地の国名・郡名を選定して

います。 

ツイシカリ之図 「再航蝦夷日誌」より 


